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A証 iy§isof the Verbal Forms 

Intiroduced by Condition叫『mmicle3臼!)

MORIGUCHI Akemi* 

条件詞韮に導かれる条件節の動詞形式についての試論

イスラム世界の文学、学術語の基礎である古典アラビア語は、アラブ文法学者た

ちによって、 8世紀以降、それまでの （コーラ ンや前イスラム期の韻文で使用されてい

た）前古典アラビア語に基づき規範化され定型化されたものである。これまでは、前古

典アラビア語と古典アラビア語の概念はすでに区別されており、両者における文法現象

の違いについても指摘されているものの、両者の違いを明瞭に意識した研究は知られて

いない。博士論文ではコーランのアラビア語の条件文構造の分析において条件詞向に

導かれる条件節（以後、）in節と表記）の動詞形式を分析対象の一つとして扱ったが、本

研究はテーマを’in節における動詞形式の機能に限定して論じたものである。

コーランのアラビア語に観察される ’in節の全用例を個々に調べた結果、 ’in節で使

われる動詞形式の相違は、’in節が示す行為や状態に対する話者の認識方法に由来す

る可能性を提示した。一方、古典アラビア語では、 ’in節の動詞形式と話者の認識方

法との間に明瞭な相関関係は認めがた く、動詞形式は単なる条件節の標識と して機能

すると考えられる。

本研究で取り上げた ’in節の動詞形式に関する限り、話者の認識方法が ’in節の動詞

形式に反映されるコーランのアラビア語と、動詞形式が単なる条件節のマーカーにす

ぎない古典アラビア語の間に統語的な相違が存在する結論に達した。今後は、コーラ

ンのアラビア語が古典アラビア語とは異なる独自の統語体系を持つ言語であること

実証するために、その統語体系の全貌を明らかにする必要がある。そのために今後は、

条件文構造以外の言語現象についても詳細に調べる必要があると思われる。

L Immd瞑 U暉

In Modern Arabic grammar, conditional structurns are defined as complex sentences 

having two constituent clauses. The clause containing a conditional particle (CP) is a 

subordinate clause, whereas the CP-free clause is referred to as a main clause. In Arabic 

there are three CPs ('in, >ig,a, law): >in and牙(j,aare defined as elements which introduce 

a simple condition, in contrast to law which is said to introduce hypothetical clauses. 

The conception of CP has changed with the development of grammatical theory. Ac-
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